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P57a Subaru/COMICS分光観測に基づくMWC1080周囲でのダストの変質
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我々は、Subaru/COMICSを用いて、Herbig Ae/Be system MWC1080の中間赤外 N-band 低分散分光を行っ
た。MWC1080は、距離 1.0kpcに位置し、B0 typeの中心星と顕著な結晶質珪酸塩のスペクトルを示す伴星、及
びそれらを取り巻く nebu laeからなる系であり、星形成の初期環境におけるダストの変質、化学進化を調べる上
で非常に適した対象である。最近、原始惑星系円盤からの PAH放射が 8m級望遠鏡を用いて分解されつつあり、
それらを用いて円盤表面の物理環境を理解するためには、PAH放射の環境による変化を実際の観測から明らかに
しておく必要がある。本研究では芳香族炭化水素 (PAH)のダストに着目し、実験室系の結果との比較を基に、こ
れらが星形成初期の物理環境下でどのような変質を受けるかを明らかにする。Nebulaeから中心星にかけてスリッ
トをあて分光観測を行った結果、8.6, 11.0, 11.2, 12.0, 及び 12.7µmの芳香族炭化水素 (PAH)のバンドが検出さ
れ、11.2µm featureの peakが、中心星付近で長波長側 (λ ≃ 11.28µm)にシフトしていることが分かった。これ
は、中心星付近で硬い輻射場にさらされたPAHにより、高励起状態からの蛍光放射が有効的になったためである
と解釈できる。さらに、11.0µm/11.2µmのバンド強度比が中心星付近で急激に増加することが分かった。11.0µm
は、cationic PAHの solo CH out-of-plane wagging modeに対応し (Hudgins et al. 1999)、11.2µmは、neutral
PAHの solo CH out-of-plane bending modeに対応することから、中心星付近における 11.0µm/11.2µmの増加
は、PAHの電離が進んでいる事を示す。PAHの電離は、輻射場強度G0と電子密度 neの比G0/ne に比例するた
め、定量的な評価を行うことにより、11.0µm/11.2µmをG0/neの重要な指標として用いることを提案する。


